
団体名 正色学区生活安全委員会

団体概要

名古屋都市センター まちづくり活動助成

活動名：かつての漁師町・歴史のあるまち「下之一色町」をもっと魅力あるまちに !

令和３年度 活動報告レポート「スタートアップ部門」

【活動の目的】

委員会では「高齢者の買物難民対策の検討」「地域ボランティアの募
集」「地域ねこ対策」など、学区が抱える課題を皆で議論しています。
今回は、学区の⾧い歴史を居住者が再認識し、自分達が住む町を誇り

に思い、今後も正色学区に住み続けたいと思える「郷土愛」を育むこと
を目的とし、活動助成をうけて次の２つの活動を実施しました。

１

２

かつての漁師町として栄えた中川区下之一色町(正色
学区)の魅力を向上させ、学区居住者が安心して暮ら
せるまちづくりを進めることを目的として、 2019 
年 4 月に会を発足させました。

活動①（「下之一色町案内（昭和３年発行）」の復元、学区全戸配布）

令和２年度、委員会活動の一環として、明治時代以降の下之一色を写
す貴重な写真を収集しウェブ上で公開しました。（左図）しかし、イン
ターネット環境のない高齢者は閲覧することができないといった課題を
残しました。そこで、紙媒体で学区の歴史を共有することの必要性を感
じ、昭和3年に発行された小冊子（当時のまちのガイドブック（右写
真））をデータ化、復元し、学区内の全戸に配布することとしました。
この冊子を読むと、今よりももっと不便で貧しかった時代に、私たち

の祖先はこのまちに住むことを誇りに思い、力強く生きていたことが伝
わってきます。



名古屋都市センター まちづくり活動助成

３

４

活動の内容②（「下之一色について知ろうの会」の開催））
下之一色の元漁師の方や、2021年3月に閉鎖した下之一色魚市場の

方からお話を伺い、その後で、郷土食（うめご）の試食会を実施しま
した。お話の後では講師と参加者で昔話に花が咲きました。
また、既に引退された職人さんの指導の下でつくったうめごは、現

在、スーパーで販売しているものとは違い、昔、地域で食されていた
うめごそのものでした。参加者の皆さんにもとても好評でした。一連
の調理は地元の料理店と一緒に行ったため、かつての味（レシピ）を
お店が受け継ぎ、地元で提供することができないか検討していただい
ています。

【活動の振り返り】
下之一色町案内については、昔の小学校や、現在は取り壊された町役

場などの写真をみて、学区の歴史に関心を持っていただけたと思います。
また、イベントについては、当日、幅広い年齢層からご参加をいただ

けたこと、イベントの内容を2021年12月5日の中日新聞に掲載していた
だいたことから、地域住民の皆さんに広く周知することができ、次につ
なげることができました。今後は、児童の参加者をさらに増やしていき
たいと思います。


